保健室と児童・生徒 : その1.保健室利用の現状 by 古川 惠子 et al.
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表6.調査期間中の内科的主訴・外科的主訴による
来室理由
く中学校>
内科的主訴 件数(件) % 外科的主訴 件数併) % 
i] 痛 537 33.1 打 撲 170 19.2 
1隻 痛 424 26.1 擦過傷 157 17.7 
気分不良 205 12.6 捻 挫 132 14.9 
日匪気日匿吐 104 6.4 虫さされ 113 12.8 
筋肉痛 64 3.9 切 傷 98 11.1 
日因頭痛 53 3.3 火 傷 37 4.2 
胃 痛 45 2.8 眼の異物 36 4.1 
か ぜ 41 2.5 靴ずれ 35 4.0 
月経痛 27 1.7 鼻出血 25 2.8 
その他 122 7.6 その他 82 9.2 
計 1，622 I 100.0 計 885 100.0 
表7.主訴別学校別1日当たりの保健室利用率
く中学校>
中 生徒数 調査 利 用数
学 百数
内科的外科的 その他①
校 主訴 主訴小計なんとな悩みの相養護教諭と
No. (人) (日) (件) I (件) I (件) く(件) 談(jめ話す(件)
1 1，83 12 84 71 
2 1，065 12 105 66 。 。 。 。
3 982 12 211 98 180 105 33 42 
4 960 12 197 31 
5 804 12 72 20 
6 733 12 85 53 77 51 。 26 
7 675 12 26 20 。 。 。 。
8 586 12 51 39 11 4 3 4 
9 563 12 278 60 219 148 11 60 
10 525 13 40 40 33 7 。 26 
1 455 12 72 80 273 236 37 。
12 409 12 117 27 79 77 2 。
13 319 12 70 48 36 12 12 12 
14 311 12 37 25 102 77 。 25 
15 276 12 8 10 47 11 5 31 
16 198 12 19 24 105 103 2 。
17 171 12 16 19 38 22 。 16 
18 159 12 29 44 181 129 1 51 
19 158 12 27 46 144 83 2 59 
20 124 12 15 11 5 。 。 5 
21 117 12 8 25 74 73 。 1 
22 79 12 32 11 47 22 。 25 
23 69 9 13 4 1 l 。 。
24 43 12 4 3 16 。 。 16 
25 26 13 6 10 23 14 。 9 
1，622 885 1，690 (1，175) (108) (408) 
1日当たり
保健室利用率
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主訴別では， i内科的主訴J19.8%， 
「外科的主訴J10.8%， iその他J69.4% 
であり， i内科的主訴Jについては，頭
痛，腹痛，気分不良， 自匿気H匝吐， i外科
的主訴Jでは，打撲，擦過傷，捻挫，虫
さされ，切傷の順となっている。「その
他」については， iその他 ①J 20.7% 
「その他---<IDJ48.7%となり，中学校に
於いても事務的理由で保健室を訪れる生
徒の多いことがわかる。(表5)。
表7は，主訴別学校別保健室利用状況
を示しであり， 1日当り利用率について
みると， i内科的主訴J1.33， i外科的主
利用数/生徒数・調査日数
内科的外科的 その他ー①
なんと ↑必みの 養護教諭
主訴主訴小計なく相談と話す
0.60 0.50 
0.82 0.52 。 。 。 。
1.79 0.83 1.53 0.89 0.28 0.36 
1.70 0.27 
0.75 0.21 
0.97 0.60 0.88 0.58 。0.30 
0.32 0.25 。 。 。 。
0.73 0.55 0.16 0.26 0.04 0.06 
4.11 0.89 3.24 2.19 0.16 0.89 
0.59 0.48 0.10 。 。 38 
1.32 0.92 5.00 4.32 0.68 。
2.38 0.55 1.61 1.57 0.04 。
1.83 1.25 0.93 0.31 0.31 0.31 
0.99 0.67 2.73 2.06 。0.67 
0.24 0.30 1.42 0.33 0.15 0.94 
0.80 1.01 4.02 4.34 0.08 。
0.78 0.93 1.85 1.07 。0.78 
1.52 2.31 9.48 6.76 0.05 2.67 
1.42 2.43 7.59 4.38 0.11 3.11 
1.01 0.74 0.34 。 。0.34 
0.57 1.78 5.24 5.20 。0.07 
3.38 1.16 4.95 2.32 。2.63 
2.09 0.64 0.16 0.16 。 。
0.78 0.58 3.10 。 。3.10 
1.78 2.96 6.8 4.14 。2.66 
33.27 23.44 61.95 40.78 1.90 19.27 
1.33 0.93 2.81 1.63 0.08 0.77 
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表9.過去3-5年間の保健室来室理由の変化
く中学校> (養護教諭の回答)
来室理由の内容
1 気分が悪い
2.相談
1首 3.なんとなく言i5にくる
え 4.悩みや内科的疾患
て
き 5 心身症(頭痛・腹痛で来室しでも問診の
fこ 結果，精神的なものがない)
来 6.心の病気
室
7 身長測定の男子生徒理
由 8.腹痛(慢性虫垂炎5人/69人)
9.安全面に対する理解不十分
10.な し
来室減つ
1 .歯痛
2.瑞息
理て
由き 3.心の悩みや生徒間のトラフソレの深刻なもの
fこ 4 な し
く小学校>
来室理由の内容
1 .気分が悪い
増
2.頭痛え
て 3目骨折き
た 4.足の外傷
主 5.心の病気
6.家でかまってもらえない子供の相談
由
7.変化なし
1ー かぜ
来室理減てつ
2.しもやけ
3.けがの処置
由き 4.休養
fこ 5.わからない
ふ変化なし
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傾向にあり，気分不良ゃなんとなく，
といった不定愁訴が増加傾向にある。
これも前述を実証していると見るこ
とができる。
「なんとなく」来室する児童生徒に
ついて高田は， I先生と児童生徒の対
話の重要性が叫ばれながらも，限られ
た時間内に知識を伝授しなければなら
ない先生には，その余裕が無い。そこ
で，児童生徒は，養護教諭に対話や触
れ合いを求めて保健室に来室する」と
分析している(心。が，更に，養護教諭
との場合は， 1対 1の対話が得られ，
保健室への出入の安易さもあるのでは
なかろうか。
学校規模別に， 1日当たりの保健室
利用状況を見た時，大規模校より小規
模校の方が利用率が高い。小規模校で
は，児童間・生徒間同志の連がりが強
く，また，養護教諭とも親密な関係を
っくりやすいため保健室利用が多くな
ると考えられる。特に，中学校に於い
ては，対話や触れ合いが保健室に求め
られているが，小規模校は，それに応
じやすい状況にあると言える。
次に，小学校・中学校ともに， Iそ
の他一②」を理由として来室する児童
生徒が多く，特に，保健係等の仕事，
病人の同伴，検査・測定，事務手続き
等事務的処理での来室は，約半数を占めるO このことは，保健室の多岐にわたる役割を裏付ける
ものといえるO 保健室に訴え出る児童生徒の場合は，幾分でも解消されることになろうが，来室
しない児童生徒の中に，むしろ，問題を持つ児童生徒のいることが考えられる。そこで，保健室
に立ち寄るこのような機会を，何らかの問題を持つ児童生徒の発見や個別指導の機会とすること
も重要ではなかろうか。児童生徒と対話し，信頼関係を築きながら問題を汲み取っていく。そし
て，解決する，という一連の流れを定着させることは養護教諭の重要な役割である。
表10の悩みの相談内容を見ると，人間関係や家庭問題など，本来なら悩みを打ちあけ，励まし
8 
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表10.悩みの相談の内容とその上位3位までの内容(養護教諭が回答)
:件数
AヲH二， 校 中 A守斗t 校
項目
順位 1 2 3 計 1 2 3 言十
人間関係(友達・いじめ・けんか・先生) 17 2 1 20 7 5 3 15 
登校拒否 1 1 
身体の異常(疾病・異常) 1 2 1 4 3 3 
身体発育 6 6 12 3 4 3 10 
体格・体型 l 1 2 2 3 
月 経 3 1 4 2 2 
勉強嫌い 2 1 l 4 1 2 
部活と勉強の両立 1 3 1 5 
家 庭 2 3 5 1 1 2 
進 路 2 2 4 
恋 愛 2 1 3 
給 食 1 1 
寸A二4 校 2 2 
言十 31 14 8 53 17 20 14 51 
」一一一ー 」ー一一一一 」一一
合う場であるべき家庭，その家族関係が希薄になりつつあることが伺え，養護教諭に対話を求め
る一因となっているのではなかろうか。
保健室が単に，救急処置を主とするだけの場でないことを養護教諭は勿論，教職員皆が認識し
なければならなL、。
まとめ
児童・生徒による保健室利用の実態が，従来の傾向と逆転し，外科的主訴より内科的主訴が多
いとともに，内科的訴えの中でも，明らかな身体症状より，訴えの内容のはっきりしない来室を
はじめ多様化のみられることが言われている。
本学養護課程学生の教育実習(2週間)に際し，小学校48校，中学校25校の保健室利用の実状
を記録し，来室理由別に分析を試みた。
その結果，次のことがわかった。
1) 実習期間中の 1日当り保健室利用件数は小学校の最多69.3件，最少3.8件，中学校の最多68.8
件，最少1.9件と，いずれも大きい聞きがみられる。
2) これを小学校700人以上の学校群と， 700人未満群の学校に分けて対比してみると，前者より
後者の 1日当り保健室利用率が高い (0.62: 1.72)。特に， Iその他一<DJ(0.5 : 2.36)が顕著
である。
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